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・論点項目＜35＞

頻発する大雨・洪水や、頻度の高い地震による

影響は考慮されているか

資料３－２

（第４回自然災害対策小会議資料を一部抜粋・加工）
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論点項目＜35＞

浸水想定区域図
（国土交通省 中国地方整備局 2013年3月）

【洪水について】
• 島根原子力発電所の敷地の南方約２
kmのところに佐陀川（斐伊川水系，１
級河川）があり，南方約７kmのところに
宍道湖（斐伊川水系，１級河川）があ
るが，敷地の北側は日本海に面し，他の
三方は標高150m程度の山に囲まれてお
り，敷地が佐陀川及び宍道湖による洪水
の被害を受けることはない

• 浸水想定区域図によると，宍道湖が概ね
150年に１回程度起こる大雨※により氾
濫したとしても，島根原子力発電所に影
響が及ばないことを確認している
※ 宍道湖の洪水防御に関する計画の基
本 と な る 降 雨 （ ２ 日 間 総 雨 量
399mm）

宍道湖

島根原子力発電所
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【大雨について】
以下を参照し，松江地方気象台で観測された観測史上１位の日最大１時間降水量（77.9mm/h）
を設計基準値に設定している

• 規格・基準類の要求  「島根県林地開発行為審査基準細則」「島根県短時間降雨強度曲線式」の
降雨強度 56mm/h（松江）
• 観測記録の既往最大値  77.9mm/h（1944年8月25日 松江地方気象台）

発電所の安全施設は，以下のとおり設計基準降水量（77.9mm/h）の降水に対し，安全機能が損な
われない設計としている

①建物内に設置されている設備については， 77.9mm/hの降水による浸水に対し，構内排水施設を設け
て海域に排水及び浸水防護措置を行い，また，荷重に対して，排水口及び構内排水路による排水に
よって，安全機能を維持できることを確認している

②建物外に設置されている設備については， 77.9mm/hの降水による浸水及び荷重が作用した場合におい
ても，安全機能を維持できることを確認している

排水設備は，設計基準値を超える日本全国の日最大１時間降水量の最大値（153mm/h）の降水
に対して，排水可能であることを確認している

論点項目＜35＞
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論点項目＜35＞

【地震について】
送電線ルートはルート選定の段階から地すべり地域等を極力回避しており、地震による鉄塔敷地周辺の影
響による被害の最小化を図っている。

• 島根２号炉は，220kV送電線2回線及び66kV送電線1回線の２ルート3回線で連系しており，
220kV送電線は，北松江変電所に，66kV送電線は，津田変電所に接続され，それぞれ互いに独立
している。
地震により「外部電源喪失かつ島根２号炉受電設備の機能喪失」という多重事故が発生する場合におい
ても，早期に復旧が期待できる66kV送電線から島根２号炉へ電力を供給できる。

• 島根３号炉の予備電源として設置している第2-66kV開閉所から受電可能である。
• 第2-66kV開閉所は，高台(EL44m)に設置し設計基準地震動での耐震性を評価している。
外部電源が喪失した場合においても，非常用ディーゼル発電機を７日間運転することが可能である。

• ディーゼル燃料貯蔵タンクは，各系列のディーゼル発電機１台を７日間以上連続運転できる容量を各系
列で有しているため，ディーゼル燃料貯蔵タンクの単一故障に対しても必要な機能を維持できる。

送電線系統図 第2-66kV開閉所外観
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【スーパー台風（超大型台風）の考慮について】
大規模損壊という審査項目において、設計基準を超えるような台風について考慮しており，屋外設備が損
傷する可能性はあるが，建物内の設備は健全であると想定されることから，対応が可能であると整理してい
る

【複数の安全施設が機能喪失するような事象想定について】
大規模損壊の非公開審査においては，発電所内の複数の安全施設が機能喪失した場合を想定し，対
応が可能であることを確認している
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26.3m/s

26.3m/s

12.8m/s
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